
A Week On The Concord And Merrimack Rivers

におけるThoreauの旅

― 始 源 へ の 旅 ―

六 川 信

HenryDavidThoreau(1817-1862)の旅については. 1978年度日本 Thoreau協会会報

(12月号)で私見を述べた.ソーロウの場合,空間的地理的な旅より精神の内面への旅が重要

な意味をもつ.本稿の意図は.ソーpウの舟旅の回想の物語 AWeekontheConcordand

Merl.imackRiveT･S(1849)(以下 『一週間』と書く) の族の意味を検討し, ソーpウの旅

の特質を考察することにある.

『一週間』の構成は,出版以来,批評論争の焦点だった.批評家の意見を概観するなら.

明確に相反する二つの見解がある.一つは. 『一週間』は主として哲学的面の加筆のある旅

行紀行文であり.加筆が脱線となり作品としての統一性 (Unity)が全く失われているとい

う批評である.これに反して,他は. 『一週間』は見かけは ｢旅のレポート｣の体裁をとっ

てはいるが,一つの主題が進行している物語であり,一見脱線と見られる箇所も有機的によ

く統一されていて,非常に糖密に構成され丹念に書かれた構造と主題に一貫性のある作品で

ある.とする見解である.

前者の見解は. JamesRussellLowellに始まり. RobertLouisStevenson,HenryS.

Salt,Br∞ksAtkinson,HenryS.Canゎy,CarlBode,JosephW∞dKrutctl等によ

るものであり,WaiterHardingの意見も,折衷的ではあるがこの見解に属す,と考えてい

いであろう.Lowellはソーpウの脱線が不適切だと決めつけ,｢Friendshipや読畜論に熱

中してソーロウは船首のオールから離れ,蟹でもつかまえに行ってしまったと思われる｣(1)
と皮肉まじりに述べている. Stevensonは脱線の friendshipは Thoreauの冷たい人柄を

表わすものと酷評し.この作品が不評となる根源をつくった. Atki血sonは 『一週間』を支

離滅裂な fomlessな作品と断じだ.Canbyも "Friendship" と りTheChristianFable"

は不適切だとし,formlessnessを強調した.しかし,Lewellと同時代に,--.し ド大学

の学生 EdwinMbrton が ｢『一週間』を彼は非常に成功させた.この光に輝らして見ると,

この書は芸術的で美しいでき栄えで Walden以上だと思う｣(2)と述べたことは注目されなけ

ればならない.

さて,再評価の見解は,ShemanPaul,AlanBeecherHovey,WilliamB.Stein,Law･

fence Buell, FrederickGarter,GaitBaker,JonathanBishop,JamesMclntosh,

kobertF.Sayer,LinkC.Johnson等の研究家によるものである. この見解の第一歩は
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F.0.Matthiessen によって踏み出された.『一週間』の organicprocessに初めて光をあ

てたのは彼であった.ShemanPaulはその考えを更に広めた.ShemanPaulは『一週間』

の旅が精神探求の旅に類似していることを指摘した最初の此評家である.彼はこの作品に

一つのテーマが連続的に続いている ことを解明し,『一週間』を "deliberatelyorganicin

formりと評した(3).

LinkC.Johnsonは,ソーロウのマニュスクリプトを克明に調査研究し,『一週間』がい

かに計算されて創作された統一のある作品であるかを検証した(4).LawrenceBuellの批評

は ShemanPaulに続くものであり,各章を詳細に分析しこの作品の統一性を実証してい

る(5). RobertF.Sayerは更に進めて,｢『一週間』はアメリカにおけるインディアンと西欧

との関係を詩形式をとって,圧縮された一つの歴史として創造している｣(6)と述べている.

筆者はテーマ統一説をとる.

要するに,再評価がなされたのは,この作品を紀行文としてではなく追憶と回想の作品と

してとらえ,一週間を枠組としたこの作品をシンポ1)ックな読み方をしたからである(7).

1

『一週間』は.HenryDavidThoreauが1839年兄 Johnと共に遊んだコンコード川とメ

リマック川の二週間の舟旅に基づいている. これは,破傷風で急逝した兄-の Elegy (哀

敬)として書かれた.この作品に兄 Johnの名が明示されていないのはこれ故である.兄に

捧げられた記念碑なのだ｡｢水曜日｣の章の三分の二を占める友情論は高い愛の讃歌であって.

人間性の根源にせまるものであり,ソーロウが兄を脳裡においていたことは明らかである.

ソーpウは兄 Johnと二人でコンコード川の舟着場を下った.1839年8月31日土曜日で.

ソーPウは22歳であった.二人は共同で私塾を経営していたので,教育の仕事の合間を利用

しての舟旅であった.舟はその年の春二人で造った15フィートの長さの平底舟であった.

コンコー ド川を下った二人はその川の Billericaに野営し,翌朝運河を通って Middlesex

でメリマック川に入る.そこから, ニュー･-ソプシャ-州へ続くこの川を さか上り,

Tyngst)orough,Nashua,Bedford,H∞ksettで野営を続けて川を上る.川族はここで終る.

5日はニュー･-ンプシャー州の Con∽rdまで10マイルの徒歩旅行をしてそこに野営.6

日は Plymouthまで40マイル馬車に乗り.その後 Thornton まで徒歩でいきそこの宿に泊

る.その後4日間は-イキングと登山ですごしたが,その間,Thornton,Franconia,Crow･

fordNotch,Mt.Washington,Conway,Con∞rdinNewHampshireで野営する.10日は

念顕の Mt.Washingtonに登頂し,馬車で Conwayに戻る.11日再び馬車で Concordに

戻り.12日朝 H∞ksettのポートを置いた場所に馬車で戻り帰路に着く.川の中の大きな砂

州で野営し,約50マイル舟で下り,13日夜故郷 Con00rd に帰った.二週間の旅であった.

この旅行記の執筆をソーPウは頭初予定していなかった.この二週間の舟旅の日記の記録

が1ページ半にすぎないことはその証しであろう.1842年1月11日兄が破傷風で急死すると.

ソーロウは作品創作の決意を固める.彼は作品創作のために,1845年7月4日ウォルデソ湖

畔での独居生活に入った.1842年から44年に亘る日記から素材を集め.その年のうちには初

稿を脱稿した.1846年には改稿が完成する.1846年秋の Maineへの旅の体験が170ページ

加筆され,1847年に二稿が完成する.1848年には,友情論が入り更に投獄の体験も｢日曜日｣
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ReconstructionofThoreau'smapoftheroutecoveredinA Week.RobertF.

Stowell,AThorcauGazetteer(Princeton:PrincetonUniversityPress,1970),paょe4.

の章に織りこまれた･1849年2月には完成し,同年5月30日 JamesMonroe社から1000部

印刷出版された.

2

『一週間』は見かけ上は紀行文であるが,この旅行記は45回に亘って中断される.宗執

哲学,東洋文学.･友情論等の挿入のためである.420ページのこの作品のうち文字通りの旅

行記は約131べ-ジにすぎない(8).『一週間』は単なる空間的地理的旅の記録ではないのだ.
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ソーロウの構想はインド聖典の影響により,八草の構成にあった.従って,実際の二週間

の舟旅を一週間にまと軌 これを作品の枠組とした.この創作態度は,二年二カ月のウオル

デン湖畔での独居生活を一年の季節のサイクルをストラクチャーとする Walden-と続く.

ソーロウは "AnExcursionontheConcordandMerrimackRivers''という頭初のタイト

ルを A WeekonikeConcordandMeT･rimackRivel･Sに変えるが.形式を整え旅のモチ

ーフを強調するためであった(9).

『一週間』では,ソーPウがマサチューセッツ州 Con00rdを出発し,彼がNewCon00rd

と呼ぶニュー･-ソプシャー州 Concordに至り,Mt.Washington登頂を果たし,再び故

郷の Con00rd に戻って旅が完結する. ある地点に行っても必ず Concordに戻るという円

環の旅はソーPウの旅の特長の一つである.この意味で,『一週間』の出発点,即ち,Concord

の舟着場は重要な意味をもつ.ソーロウは,"･-forConcord,t∞,liesunderthesun,a

portofentryanddepartureforthebodiesaswellasthesoulsofmen"的 "Thiswould

haveI)eentheproperplaceto00ncludeourvoyage,unitingConcordwithCon00rdby

thesemeanderingrivers,… ."(A Week,322)と述べる.舟着場は,精神と肉体の出発と

帰着の場所である.ソーpウにとって旅に出るとは,すなわち,故郷に帰ることなのであっ

た. 『一週間』は出発と帰還の物語なのである的.Concord(調和の意)という地名が旅を一

直線に結んでもいる.州を越えた物語の中心的なこのサイクルは,一週間という時間の進行

のサイクルとも重なる.時間と川の前方への流れとそれに括抗したソーロウの過去の歴史-

の関心の動きがリズミカルに進行する.

『一週間』の中心的テーマは何であろうか.ShemanPaulは霊的生活の問題.人間存在

の探求そして有機的生活を掲げる.William ち.Steinは,土曜日から金曜日にいたる時間

のサイクルを,ヨガにおける隈想の深まりゆく過程,即ち.懐疑から解脱までが記されてい

る,と説明する的.事実,『一週間』における舟旅は,自己の探求のためのメタファー(隠喰)

に転換されているのである.この作品は.地理的視点からよりも,内面的な視座にすえて読

まれなければならない.作品のテーマが人間の霊的存在の探求にあるからである.

3

舟旅の 目的は, ニュー･-ソプシャー州北部のアパラチア山脈の-支脈 ホワイト山脈

(TheWhiteMountains)の最高峰 Mt.Washington(標高1,919m)登頂を果たし.メリ

マック川の水源を探しあてることであった.それは,本源の一点即ち本質的源泉の探求にあ

った.『一週間』の根源へ登りつめる旅は Waldenでは根源を掘り下げる旅となっている.

この両者において族は巡礼の旅でもある. "A stream randownthemiddleofthevalley,

onwhich,nearthehead,therewasamill.Itseemedaroadforthepilgrim toenter

uponwhowouldclimbtothegatesofheaven."(A Week,190)"Wenow nolonger

sailedor80atedontheriver,buttrodtheunyieldinglandlikepilgrims."(A Week,

324)"Trueandsinceretravelingisnopastime,butitisasseriousasthegrave."(A

Week,326)(下線部筆者)谷の中程を流れる川は天に登りゆかんとする巡礼者の道路であ

り,メリマック川の遠源を訪れ行くソーPウの旅は巡礼の旅にふさわしい.ソーロウにとっ

て旅は気晴らしではなく職業なのであり,死をかけた真剣なものであった.Con00rdの町の
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人々に別れを告げ,奥深い山の野生のみなぎるメリマック川の水源を訪ね行くことは,ソー

pウにとって神聖な行為であり聖地への旅であった.何故そうなのか.ソーロウのフロンテ

ィア論を聞こう.

Thefrontiersarenoteastorwest,northorsouth;butwhereveramanfrontsa

fact,thoughthatfactbehisneighbor,thereisanunsettledwildernessもetweenhim

andCanada,betweenhim andthesettingsun,or,fartherstill,betweenhim andit.

Lethim buildhimselfaloghousewith thebarkonwhereheis,frontingIT.(A

Week,323-324)

ソ-ロウはフロンティアに新しい意味解釈を加えた."unsettledwilderneess"の"unset･

tled''は人跡未踏な奥地を連想させ,"wildeness" は西部の別名だ.ソーロウの荒野論から

すれば,そこは無垢で神聖なアルカディアなのである的.その自然に融け込んだ loghouse

(lumt)erではない)を建てるとは, 俗世に訣別し内面深く自己の城を築くことなのだ.

EdwinFussellはこの "IT"を ｢言い表わせないもの｣と解釈しているが84,現実の ｢その

物｣と考えるべきだろう.彼のフロンティアは.現実 (reality)と直面する- ソーロウは

00nfrontの代りに好んで frontとかく- ところにあり.彼自身の精神の中に存在した.

彼のフロンティアは,予言的であり,宗教的であり,存在の源泉であり,再生のエネルギー

であった.

始源にせまろうとするソーロウの精神は,一方で,｢その物｣としての生まの自然に密着

し,徹底的に自然を観察研究しようとする博物学者的態度となり,他方で,神聖な自然に心

身共に融合し観念の世界に深く投入しようとする橿俣となって表われる.この後者こそが,

ソーPウが超越主義者と呼ばれる所以である. 『一週間』をこのように考察するとき.この

作品は二つのレベルの旅の物語であると言いうる.一つは,狭く限定されたニュー ･イング

ランドの自然への旅であり,他方は,一切の限界を超えた自己の精神の内面世界-の旅であ

る的.

JamesMclntosh も論じているが, 『一週間』の扉にある二番目の詩は,上記の意味での

この作品の特質を集約的に暗示している.

Iam bound,Iam bound,foradistantshore.

Byalonelyisle,byafarAzore,

Thereitis,thereitis,tiletreasureIseek,

Onthebarrensandsofadesolatecreek(A Week,2)

我は行く,我は行く.遠いかなたの岸辺へ

孤独なる島,はるかなるアゾレス島

そこにある,そこにある,我が求める宝が

わびしき小川の不毛の砂地の上に.

この詩には,ソーロウの二つの旅が包含されていると考えられる.一つは,メリマック川
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上流のペニジェワセッHIl(ThePenigewasset)の荒涼たる自然を人生の意味を求めて独り

歩むソーロウの姿であり¢句,他は,その川を下りつつ思う遠いアゾレス諸島であり無限の概

念と適合した超絶せる内面的深奥の世界である.JonathanBishopは "distance","depth",

"wildness","solitude", "leisure" は sacred を,"nearness","surface","society",

"cultivation","labor" は profane を暗示すると述べている的.これに従えば. この詩の

"distant","lonely'',"far"は sacredを暗示する.すると, ポル トガル西方の大西洋に浮

かぶアゾレス島は,現実の島というより神聖な場所となり.ソーpウが希求する観念の深遠

な世界をさすことになる.また,"treasure"はソ-｡クがあくまで求める精神の極点を示す

といえよう.第四行もアゾレス島の砂浜ではなく,べニジェワセット川の水源に近い川巾の

狭い荒涼とした小さな流れを回想しながら歌い上げている, と言いうる."desolate''と

"barren"は Wildernessに通じ,それは sacredを暗示している."desolatecreek''は,メ

リマック川の上流の小川であると同時に,ソーロウの人生そのものとも重なっている.この

詩では,現実としての自然そのものと,そこから飛躍した観念の世界の光が提示されており,

それを同時に知ろうと努めるソーpウの姿が見てとれる.この態度は, 『一週間』に一貫し

て流れている.川岸の風景や川の植物と魚などが克明に措写されて,川床に密着した叙景描

写がアメリカ文学の伝統的な風景文学となっている.と同時に,自己の想像力という無限の

世界の中で,日常の生活からのがれ,心の中に自由に住み,自然に投入しようとする神秘家

としての姿さえも見えるのである.この四行詩にただよう冒険的な緊張感は. 『一週間』全

体に通じる特質となっている的.

4

『一週間』に措かれる自然は優しくのどかである.しかも,そこには自然の女神の存在が

ある.川岸に高く繁茂する樹木の影をくっきりと映し出し,鏡のような水面をたたえるコン

コード川の岸辺から舟旅に出発したときの状景を ｢土曜日｣の章の目頭にソーPウは書く.

A warm,drizzlingrainhadobscuredthemorning,andthreatened todelay.our

voyage,butatlengththeleavesandgrassweredried,anditcameoutamildafter-

noon,assereneandfreshasifNaturewerematuringsomegreaterschemeofherown.

Alterthislongdrippingandoozingfrom everypore,shebegan torespireagainmore

healthilythanever.SowithAvigorousshovewelaunchedourboatfrom thebank,

whiletheflagsandbulrushes00urtesiedaGod-speed,anddroppedsilentlydownthe

stream.(A Week,12)

自然の女神は,夏の霧雨の後,総ての気孔からしたたり,にじみ出て.かつてなく健全に

呼吸している.雨にけむる川岸の景色の中にソーロウが五官で感じた人格化された自然の姿

がある.ジョンと-ソリーの舟旅もこの女神の企ての一部なのかも知れない.自然に神が放

射されていると直覚し,自然を ｢母なる自然｣｢教師たる自然｣とソーロウは考えている.

彼 は, それを,大文字の Nature によって示す.Natureが ･"respire" し,"Aags"早

"bulruslleS"が旅の安全を祈ってくれる中を舟出するとソローウが述べるとき,誇張ではな
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く自然に親しんだソーロウの真実なことばと受けとりたい.これは,舟出の場所を幾度も訪

れたことのある筆者の判断である.彼は宇宙を organicなものと捉え, 自然の各々の事物

や事象を宇宙の中心的な生命の表われと考えていたのである.ソーロウが,"blowMょり

"breathe"という語を好むのもそのためである. "Forthemostpart,therewasnore∞g-

nitionofhumanlifeinthenight;nohumanbreathingwasheard,onlytheb一eating

ofthewind." (A Week,39)"thewindbreathedharderthanusual.‥."(A Week,

354)"the垣望吐 ofOctoberwind‥‥''(A Week,358)(下線部筆者)

ソーロウには,生物か無生物かを問わず,大宇宙のあらゆるものに深い親近感をもってせ

まっていく態度が見られる.生来の自然愛に加えて,母なる自然を無垢で神聖な場所と考え

たソーロウが始源探求の旅にのぼったとき,自然に投入しゆくのは当然の結果であったと言

える.ソーpウの自然への舟旅と文明からの離脱を次に検討しよう.

川旅の第-日日,コンコード川を Bellericaまで7マイル程下る.草地が夜露にしめり,

かすかな紫雲が水面に映えはじめると,砂州に舟を停泊させ,数ロッド入った丘の上を野営

地とする.

Itseemedinsensiblytogrow lighterasthellightshutin,andadistantandsoli-

taryfamhousewasrevealed,whichbeforelurkedintheshadowsofthenoon.There

wasnootherhouseinsight,noranycultivatedfield.Totherightandleft,asfaras

thehorizon,werestagglingpinewoodswiththeirplumesagainstthesky,andacross

theriverwereruggedhills,-With hereandthereagrayrockjuttingoutfrom the

maze.Thesidesofthesecliffs,thoughaquarterofamiledistant,Werealmostheard

torustlewhilewel∞kedatthem,itwassuchaleafywilderness;aplaceforfauns

andsatyrs,‥･Whenwehadpitchedourtentonthehillside,afew rodsfrom the

shore,wesatl∞kingthroughitstriangulard∞rinthetwilightatourlonelymast

ontheshorejustseenabovethealders,andhardlyyetcometoastandstillfrom the

swayingofthestream;the丘rstencroachmentofcommerceonthisland.Therewasour

port,ourOstia.(A Week,38-39)脚

前述した JonathanBishopの sacredを示す語,"distant",〃solitary",〃uncultivated'',

"Wilderness"はすべてこの一節に見出される."adistantandsolitaryfamhouse"と Hnor

anycultivated丘eld''という言葉は文明との離脱と聖地への参入とを暗示する.ソーpウが

野営のために舟を停泊させテントを張るという行為は,文明からの脱却の完了を印象ずける.

〃aleafywilderness"という言葉によって.聖なる土地であることが一層強調される.川の

崖の中腹は,西欧的想像力の生み出した satyr- 〔ギリシャ神話〕サテエロス.半人半獣

の森の神- 辛,faun- 〔ローマ神話〕半人半羊の林野の神- の住むところでもある.

舟の停泊場所は,Henryと兄 Johnの港であり,Ostia- イタリア中部 Rome南西方の

町で古代ローマの外港- なのである.Ostiaは Arcadiaを連想させる.簡潔で無垢で純

朴な風景に満ちた牧歌的理想郷 Arcadiaは.聖地なのである.ソーロウは.原始的で時間

を超えた神聖なる黄金時代の自然の世界へ舟出した,と主張しているかのようである.ソー
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ロウは,HGraduallythevillagemumursuもsided,andweseemedtobeembarkedonthe

placidcurrentofourdreams,floating from pasttofutureassilentlyasoneawakesto

freshmorningoreveningthoughts."(A Week,17)とも書く.過去から未来へと舟を浮

かべ,ソーロウは時間の姶源に戻ったかのようである.従って.川の流れに揺れ動く停泊中

の乗り捨ててきた舟を見るとき,その舟は聖なるこの土地に初めて侵入して来た商業と映り,

その一本のマネトは文明生活の最後の上品さを表わしているように感じられるのであった.

5

ソーロウの旅は,内面の深さに反比例するかの如くに,観念の世界に飛期して了うことは

ない.具体的自然にあくまで密着している.彼の旅は.当時のアメリカ人と同じく,野牛の

皮を敷き物にも毛布にも用いて野営し‥島の毛をむしり悟 り,魚を焼いて食べ,携帯食料の

不足を補った.リスの皮をむき内臓をとり除いて食卓に供したこともある.コンコード川の

魚 bream (コイ科の淡水魚)との戯れをソ-pウは書く. "Ihavethusst∞doverthem

halfanhouratatime,andstrokedthem familiarlywithoutfrighteningthem,suffer-

ingthem tonibblemy丘ngershamlessly,and seenthem erecttheirdorsal丘nsin

angerwhenmyhandapproaclledtheirova,andhaveeventakenthem gentlyoutfo

thewaterwithmyhand."(A Week,25) 親しげになでてやったり,無邪気に指に食い

つかせる行為から.魚を友とあるソーロウ像が坊俳とする.そのソ-ロウの姿には,小林一

茶や良寛の姿勢も感じられる.だが,その魚を食卓にのせるヤンキー･ソーロウの実像を忘

れてはならない.

野人ソーpウは,野生 (wildness)を愛した.原始的生命の横溢する無垢な野生の姿にひ

かれたからである. Waldenでは HWeneedthetonicofwildness."と述べ,ニッIt=イ

"Walking''では "Inliteratureitisonlythewildthatattractsus."と主張し,更に,

HInWildnessisthepreservationoftheWorld." と断言している.これは,まさに,野

生の中に福音を聞きとったソーpウの力強い言葉なのである.ソーPウが野生の近くに住み,

いかに野生に包まれて舟旅をしたのかは,以下の文によく表われているように思われる.

Myonly00mpanionswerethemice,whichcametopickupthecrumbsthatllad

もeenleftinthosescrapsofpaper;- Theynibbledwhatwasforthem;Inibbledwhat

wasforme.(A Week,196-197)Withsharpstonesandmyhands,inthetwilight,

Imadeawellabouttwofeetdeep,whichwass∞n丘lledwithpure00ldwater,and

thebirdstoocameanddrankatit.(A Week,194)Icanfancythatitwouldbea

luxurytostanduptoone'schininsomeretiredswam pawholesummerday,Scenting

thewildhoneysuckleandbilberryblows,andlulledbytheminstrelsyofgmtsand

mPSquitoes!(A Week,319)Thewildnessisnearaswellasdeartoeveryman.Even

theoldestvillagesareindebtedtotheborderofwildw00dwhichsurroundsthem- The

veryuprightness_ofthepinesandmaplesassertstheancientrectitudeandvigorof

nature.Ourlivesneedthereliefofsuchabackground,wherethepineAourishesand

thelaystillscreams.(A Week,179)
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自然を同胞として愛好し橿慣するソーロウの心情は.彼が舟旅に使用した舟への気配りの

中にも表われている.一週間を要した兄 Johnとの手造りのこの平底舟は,きつすい線は青

色に,その下の部分は緑に塗り分けられていた.空の色に似せて青く,水の色に似せて縁に

したものであった.

自然に密着し,野生の生命力を求めて旅するソーロウが自己の内面を内省するとき,人間

の獣性と神性の奇怪な二重性を認識する.人間の精神における野生な本能と高き-向かう本

鰭,野蛮性と純粋性,言うなれば,自己の意識の二重性の認識を,ソーロウほ, "Weare

double-edgedblades,andeverytimewewhetourvirtuethereturnstrokestrapsour

vice. Whereistheskillful Swordsmanwhocangivecleanwounds,andnotripuphis

workwiththeotheredge?〟(A Week,236) と述べている.人間の業を認識していたソ

ーロウi羊,この二重性をどう完結させるであろうか榊･

6

『一週間』は,若き日のソーロウの読書と思索についての総てが投入され.全体が文学的

象徴的な旅の枠組で構成されている傑作である.そこに展開される博物学のエッセイ,宗教

袷,友情論,文学批評等どれも興味に溢れている.中でも.岸辺を出て岸辺に戻る川旅にお

ける行動と院想を考察することは,超絶主義者ソーロウの実像を知ることになる.

ソーロウの最も重要なことばは, "ⅠfNatureisourmother,thenGodisourfather."

(A Week,398-399)であろう.自然は神の現われなのである.神が絶対であるから,道徳,

倫理の銃も自然の中に見出すことができる.自然には,最も洗鎌された人生の題材があり.

自然が完全な芸術であり,神の造り賜うた芸術なのである."Natureisagreaterandmore

perfectart,theartofGod."(A Week,339)従って,自然を旅する者は,生まれ変わり,

自然からパスポートの発行を受けなければならないのだ. "Thetravelermustbeborn

againontheroad,andearnapassportfrom theelements,theprincipalpowersthat

beforhim."(A Week,326)自然を探査することは,自己の探求,即ち,内部世界に沈

潜し深く自己の心を耕すことに通じる.

内部世界の旅において.ソーロウは.院想のうちに純粋に感覚的生活に徹することにより,

神を見る ｢見者｣(seer)を志す.これは,当時の宗教界から見れば,不敬なことであった･

彼は述べる."Weneedprayfornohigherheaventhanthepuresensescanfurnish,a

purelysensuouslifeH･Theearsweremade- tohearcelestialsounds-･Theeyeswere

made‥.tobeholdbeautynow invisit)le.MaywenotseeGod?"(A Week,408)この

｢見老｣は,ソーpウがウォルデソの森で宇宙の真理を直観する方途として到達したもので

あり.彼はこの ｢見老｣を心眼として生きた.自然の中で神を見ようとする ｢見老｣は.ソ

ーpウの美意識の源泉であり,倫理的 ･道徳的基礎であり,真理を見る彼の足場であった軸.
際想と沈黙の中で,この ｢見者｣に映りゆくことはすべてEternalなものとして,彼の心に

観害をさそった.心理学的見地からすれば,母性への憧れの故か.ソーpウは自然の女神の

小球体が自分の血管の中に忍び入るのを感じるのだ."Sometimesamortalfeelsinhimself

Nature,- nothisFatherbuthisMotherstirswithinhim,andhebecomesimmortal

withherimmortality.From timetotimesheclaimskindredshipwithus,randsome
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globulefrom herveinsstealsupintoourown.〟(A week,404)

始源への旅に出発したソーロウが,果たして.霊的意味において,目指す始源にたどりつ

いたのだろうか.宗教的な雰囲気のただよう最も有名な一節を引用し,その問題を検討する

ことにする.

ThenidleTimerangaddingもy

AndleftmewithEter叫yalone;

Ihearbeyondtherangeofsound,

Iseebeyondthevergeofsight,-

Isee,smell,taste,hear,feel,thateverlastingSomethingtowhichweareallied,

atonceourmaker,ourabode,Ourdestiny,ourverySelves;theonehistorictruth,

themostremarkat)lefactwhichcanl〕e∞methedistinctanduninvitedsubjectofour

thought,theactualgloryoftheuniverse.(A Week,181-182)

この四行詩の初めの二行 ｢無為の ｢時｣はあてもなく流れ,ただ ｢永劫｣と共にありき｣

には,死のイメージが漂 う.それは,Eternityという語によるが,この語は啓示の超時間的

瞬間をも指す.次の二行は,ソーロウは時間から超脱していることを暗示する."thatever-

1astingSomething" は,ソー｡クの言う universa10neや theSupremeBeing や the

perennialsourceofourlifeと同じものを治す. これを感覚的に受けとめているソーロウ

は.永遠と共にあり,至福の境地にある.ソ-ロウは今,高められた感覚的体験そのものの

中にある.神性を有している人間が,その神性を発現せしむるためには,｢感覚｣をとぎす

ます方向に自己をしむけていけばよいのだ,と他の箇所でソーロウは説いている.

この魂の深まりゆく様子は,川の流れにのせて語られ,霊的生活というテーマは. 『一週

間』の旅そのものと深くか わゝっている.ゆったりとしたなだらかな息の長い文体は,のど

かなニュー･イングランドの牧歌的自然の風景と調和している.始源を目指す旅という視点

でこの作品を見るとき,希望と明かるさに満ちた深まりゆくソーロウの魂の旅の記録,と読

むことができる.この意味で, 『一週間』は際立っていて.アメT)カ超絶主義文学の代表的

作品である.
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